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海部地域では、レンコン栽培におけるドローン利用が広がっている。主には農薬散布

で利用されており、今年度の農薬散布実施面積は延べ 3４haとなった。 

また、レンコン栽培の省力化などを目的として、農業改良普及課とＪＡが連携し、令和

６年度に追肥作業におけるドローン散布の現地実証を実施した。その結果を踏まえてＪ

Ａでは昨年度からドローンによる追肥作業の受託を開始している。 

今年度のドローンによる肥料散布実施面積は９haで、昨年度の８haから増加した。

肥料散布については、農薬散布と比べて農業者自身が実施したいという意向が強く、現

時点では農薬散布ほど利用は広がっていないものの、今後も受託面積の拡大が期待さ

れる。 

今後も農業改良普及課はＪＡと連携し、施肥でもドローンを活用した効率的なレンコ

ン栽培技術の確立を支援する。 

 

 

海部地域の農業情報(令和８年８月) 

レンコンで広がるドローン利用 

と き  令和８年７月３１日 

ところ  愛西市 

ドローンによる肥料散布 

 

 

 


